


調査の概要

基本情報
性別
所属の部（1部・2部の別）
部×学年
所属学部
所属学科
入試形態

Ⅰ . 学業
現在までの通算GPAは
普段の１週間の学習時間（予習・復習）の合計は
講義やゼミ等（基礎ゼミ・演習・実験）への出席状況は
授業に出席しなかった理由は【複数回答可】
授業の理解度は
授業内容を理解できない場合の対応は【複数回答可】
教員に対して期待することは　【複数回答可】
講義・ゼミに関する予習・復習などをする場所は　【複
数回答可】
授業の時間を除き、大学の滞在時間は（１日平均、よく
あるパターンで）
図書館の利用状況と大学入学後に本を借りた経験は
所属学科の「学位授与方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」
の認知度は
所属学科の「教育課程編成方針（CP：カリキュラム・
ポリシー）」の認知度は

Ⅱ . 語学力・国際交流
大学で学んでいる（いた）外国語は【複数回答可】
日常的に外国語を使ってコミュニケーションをする機会は
取得している資格は　【複数回答可】
外国語の習得がご自身の将来に役立つイメージは
卒業までに目指す語学レベルは
語学教育の満足度は
外国語担当教員の指導方法の満足度は
入学前の留学（短期留学も含む）の経験は
入学後の留学（短期留学も含む）の経験・希望・関心は
希望する留学形態や費用負担の想定は
海外留学を支援する奨学金の認知度は
学生時代に留学をするメリットは（３つ以内で回答）
留学の最も大きな支障は
海外協定大学研修プログラム認知度と研修プログラムの
情報を得た方法は
国際交流窓口での留学支援の認知度と知っている留学
支援は
留学・国際交流支援の満足度は
興味がある本学の海外協定校は
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Ⅲ . メンタルケア
知っている大学の相談窓口は（“こころの相談の窓口”
を知ったきっかけを含む）【複数回答可】
こころの相談の窓口は利用しやすいか（「利用しやすく
ない」理由）
こころの健康（メンタルヘルス）の問題で困った際にこ
ころの相談窓口を利用しているか
友人がこころの健康（メンタルヘルス）の問題で困った
際にこころの相談窓口を紹介するか《＋①利用経験の外
部専門機関は、②利用した理由は》
これまでにこころの健康（メンタルヘルス）に関する問
題での、学外専門機関の利用有無・理由
現在治療中のこころの健康（メンタルヘルス）の問題は
《＋学生生活上の不安は》
こころの健康（メンタルヘルス）の問題での過去の治療経
験は《＋①治療の時期は、②現在の学生生活への影響は》
大学内の友人にこころの健康（メンタルヘルス）の問題
を抱えている人はいるか
こころの健康（メンタルヘルス）の問題に関心は　《＋
具体的な興味としては》
こころの健康（メンタルヘルス）に関する講義があった
場合、履修してみたいか

Ⅳ . 学生生活全般
1日の睡眠時間は
朝食は食べているか
たばこは吸うか
パソコン（タブレットを含む）の所有しているか
現在、アルバイトをしているか（社会人の就労を含む）
アルバイトが忙しくて次のような経験をしたことがあるか
【複数回答可】
アルバイトをする理由として、最も近いものは【複数回
答可】
学生のモラル・マナーの低下・欠如を感じるか
どのような点で低下・欠如を感じるか
大学に親しみ（帰属意識等）を感じるか
各種事務対応に満足しているか
どのような点が不満か
学内で充実や改善を望むこと・サービス（施設は除く）
は　【３つ以内で選択】
大学内で最も充実・改善を望む施設・設備、環境など
は　【３つ以内で選択】
総合的に学生生活に満足しているか
まとめ
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【図Ⅰ-5、図Ⅰ-6】
　授業の理解状況は、「だいたい理解できている」が67.5%（1部67.2%、2部68.5%）と多数を占めており、次いで「理
解できないことが多い」（19.9%）、「理解できている」（10.5%）、「理解できていない」（2.2%）と続く（図Ⅰ-5）。
　授業で理解できないときの対応は、「インターネットで調べる」（56.1%）と「先輩・友人に教わる」（51.1%）が圧倒
的に多く、教員に聞く割合（「授業中に先生に質問する」3.8%、「授業後に先生に質問する」15.3%）は比較的低い（図
Ⅰ-6）。　《担当：韓》

【図Ⅰ-7】
　教員に対して期待することは（図Ⅰ-7）、「学問の楽しさを教えてほしい」（56.3%）と「授業内容を充実させてほし
い」（48.6%）が大多数を占める。残りは、「キャリアとの結びつきを教えてほしい」（16.6%）、「学生と話す機会を
もってほしい」（10.7%）、「学生同士議論させてほしい」（7.5%）、「学生の精神的なサポートをしてほしい」（5.1%）、
「研究成果を授業に反映させてほしい」（5.0%）等が続く。　《担当：韓》

図Ⅰ-6　授業内容を理解できない場合の対応は　【複数回答可】

図Ⅰ-7　教員に対して期待することは　【複数回答可】
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図Ⅰ-10　1）図書館の利用状況は

図Ⅰ-9　授業の時間を除き、大学の滞在時間は　（１日平均、よくあるパターンで）

図Ⅰ-8　講義・ゼミに関する予習・復習などをする場所は　【複数回答可】

図Ⅰ-10　2）大学入学後に本を借りた経験は
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【図Ⅰ-11、図Ⅰ-12】
　所属学科の「学位授与方針（DP）」と「教育課程編成方針（CP）」は、両方とも圧倒的多数が「まったく知らない」
（DP：全体74.8%、1部75.8%、2部71.1%、 CP：全体64.5%、1部64.7%、2部63.5%）と回答している（図Ⅰ-11、図Ⅰ-12）。い
わゆる「3P（DP・CP・AP）」の認知度が極端に低いことが明らかになった。　《担当：韓》

【図Ⅰ-8、図Ⅰ-9、図Ⅰ-10】
　講義・ゼミに関する予習・復習等を行う場所は（図Ⅰ-8）、「自宅」（75.2%）と「図書館」（42.1%）がほとんどである。
一部は、「PC教室」（16.0%）や「教室・ゼミ室」（10.7%）も利用している。
　授業時間を除く大学の滞在時間（1日平均）は（図Ⅰ-9）、「2時間未満」が55.1%（1部53.8%、2部60.4%）と、短時間滞
在が目立つ。残りは、「2～4時間未満」が26.2%の他、4時間以上は18.7%（「4～6時間未満」12.8%、「6～8時間未満」
4.3%、「8～10時間未満」1.1%、「10時間以上」0.5%）に過ぎない。
　本学図書館の利用状況は、「普段から使っている」が37.6%（1部38.5%、2部34.2%）にとどまり、「普段使わないが
定期試験前は使う」（28.2%）、「ほとんど使わない」（24.0%）、「まったく使わない」（10.2%）の合計を下回る（図Ⅰ
-10）。また、本学図書館から本を借りた経験は、「一度も借りたことがない」（44.9%）と「年に数回借りている」
（40.7%）が大多数で（図Ⅰ-10）、極めて希薄である。　《担当：韓》

図Ⅰ-11　所属学科の「学位授与方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」の認知度は

図Ⅰ-12　所属学科の「教育課程編成方針（CP：カリキュラム・ポリシー）」の認知度は
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2）到達目標レベル　【単一回答】

図Ⅱ-4　外国語の習得がご自身の将来に役立つイメージは

図Ⅱ-5　卒業までに目指す語学レベルは
1）外部検定試験のレベル　【複数回答可】

14.8

14.9

14.7

43.6

44.0

41.7

29.2

29.6

27.5

12.4

11.5

16.0

全体
n=3612

1部
n=2893

2部
n=719

とてもできる まあできる あまりできない まったくできない

4.6

10.9

21.0

8.5

10.4

20.4

1.1

0.7

1.8

4.6

11.8

22.4

8.9

10.0

21.9

1.1

0.8

1.8

4.4

7.2

15.7

7.0

11.9

14.6

1.0

0.4

1.7

英検1級

英検準1級

英検2級

英検準2級

英検3級

TOEIC

TOEFL

GTEC

その他検定

12.7

13.8

28.2

26.7

18.6

13.0

13.8

29.7

26.5

17.0

11.7

13.8

21.9

27.5

25.2

大学・大学院への留学やビジネス
において支障がないレベル

海外での生活に支障がなく、
自己表現が自然にできるレベル

身近な話題について内容が理解でき、
主要な考えを伝えることができるレベル

海外への観光旅行などで簡単な
やり取りや質問に答えられるレベル

語学を積極的に身につけよう
とは考えていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

0% 5% 10% 15% 25%20% 30% 35%

全体n=3704
1部n=2931
2部n=773

全体n=3372
1部n=2713
2部n=659

10



【図Ⅱ-6、図Ⅱ-7】
　図Ⅱ-6と図Ⅱ-7は北海学園大学で提供されている外国語教育に関する満足度を尋ねているが、語学教育への満
足度（62.4％）、指導方法の満足度（69.6%）ともに6割以上の学生が満足していると回答している。　
《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》

【図Ⅱ-1、図Ⅱ-2、図Ⅱ-3、図Ⅱ-4、図Ⅱ-5】
北海学園大学では、英語の他にドイツ語、フランス語、中国語、ロシア語、韓国・朝鮮語の授業が開講されてい
る。図Ⅱ-1の回答から、全体の67.9%（2,475名）が英語を学んでいることがわかるが、これは英語が現在国際共通言
語として、英語圏に限らず国際的なコミュニケーションの場で広く使われる現状を反映していると言える。一方
で、英語以外の外国語についても延べ57.2％（2,084名）が学んでおり、中でも近隣の言語である中国語と韓国・朝
鮮語の学習者が多いことがわかる。
日常的な外国語の使用については、図Ⅱ-2でおよそ3分の1の学生が「よくある（7.2%）」または「たまにある

（24.4%）」と回答し、残りの学生は「あまりない（26.3%）」か「まったくない（42.1%）」と回答している。一方、図Ⅱ-4の
回答からは、全体の半数以上（58.4%）の学生が外国語の習得が将来役に立つことをイメージできると考えている
ことがわかる。
図Ⅱ-3と図Ⅱ-5は主に英語の外部検定試験の受検状況および目標について尋ねているが、資格試験としての英
検とTOEICの認知度が高いことがわかる。また、外国語の到達目標レベルについては回答が割れており、留学や
ビジネス、海外での生活に支障がないレベルを目標にする学生がいる一方で、多くの学生はより基本的なレベル
を目指している様子がうかがえる。　《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》

図Ⅱ-6　語学教育の満足度は 図Ⅱ-7　外国語担当教員の指導方法の満足度は

図Ⅱ-8　入学前の留学（短期留学も含む）の経験は 図Ⅱ-9　入学後の留学（短期留学も含む）の経験・希望・関心は
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（↓「図Ⅱ-9」で経験・希望・関心があると答えた方のみ回答）
図Ⅱ-10　希望する留学の形態は

　　　　  費用負担の想定は

【図Ⅱ-8、図Ⅱ-9、図Ⅱ-10、図Ⅱ-11】
　図Ⅱ-8では大学入学以前の海外留学経験を尋ね
ているが、経験があると答えたのは3.1%（113名）で
あり、高校までの留学はまだまだ限られた経験で
あることがわかる。大学入学後の留学経験につい
て（図Ⅱ-9）も経験者は3.3%（117名）であり、留学は
北海学園大学の学生にとって容易ではないことが
うかがえる。一方で、6.0%（210名）が留学を希望し、
36.1%（1,262名）が留学に関心を持っていると回答
しており、機会があれば留学をしたいと考える学
生は多いことがわかる。
　希望する留学先（図Ⅱ-10）については、本学の協
定校を挙げた学生が44.8%（468名）と一番多く、次に多いのがワーキングホリデーの24.8%（259名）であった。また留
学する場合の費用負担は自分である回答した学生が45.4%（528名）と一番多く、留学希望者と経験者の間に見られる
ギャップの要因のひとつとして経済的負担が挙げられる。
　関連して、海外留学を支援する奨学金の存在を問う図Ⅱ-11には、78.3％（2,370名）の学生が「あまり知らない」も
しくは「全く知らない」と回答しており、このことが留学を希望するものの経済的理由で実行までに至らない学
生を生んでいる可能性を示唆している。大学として国際交流関係の情報をより効果的に学生に開示する方策の
検討が必要だろう。　《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》

図Ⅱ-11　海外留学を支援する奨学金の認知度は
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図Ⅱ-12　学生時代に留学をするメリットは　（３つ以内で回答）

図Ⅱ-13　留学の最も大きな支障は

【図Ⅱ-12】
　図Ⅱ-12は、学生時代に留学をするメリットについて尋ねている。一番多い回答は「語学力・コミュニケーション
力が高まる」の72.2%（1,879名）であり、「異文化体験ができる」51.1%（1,328名）、「国際感覚が身につく」39.9%（1,037
名）と続く。　《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》

【図Ⅱ-13】
　図Ⅱ-13では、留学に対する支障について尋ねている。経済的な理由の45.6%（1,303名）が第1位であることはす
でに見た他の質問への回答とも合致するものであるが、「語学力に自信がない」37.6%（1,075名）と「海外生活への
不安」20.3%（579名）がそれに続くことに注目したい。実際の外国語能力の有無とは別のレベルで留学に対する障
壁あることをうかがわせるものであり、在学中の留学を増やすことを目指すのであれば、こういった心理的障壁
へのケアも必要になるだろう。　《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》
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図Ⅱ-14　海外協定大学研修プログラム認知度は 研修プログラムの情報を得た方法は【複数回答可】

【国際交流に関する支援体制】

【図Ⅱ-14、図Ⅱ-15、図Ⅱ-16】
　図Ⅱ-14、図Ⅱ-15、図Ⅱ-16は、北海学園大学が提供する国際交流支援に対する意識を尋ねた結果である。まず海
外協定大学での研修プログラムについて（図Ⅱ-14）、全体の79.2%（2,757名）が「あまり知らない」または「全く知ら
ない」と回答している。情報源については学内ポータルG-PLUS!経由という回答が一番多く（27.5%、468名）、「大学
で発行する『留学ガイド』」（13.3%）や「国際交流窓口前の掲示板」（10.2％）が続く。
｠　図Ⅱ-15では国際交流窓口での留学支援についての知識を尋ねたが、87.0%（3,011名）が「あまり知らない」また
は「全く知らない」と回答しており、ここでもまた情報が十分学生に伝わっていないことがわかる。
｠　北海学園大学の留学・国際交流支援への満足度を尋ねた図Ⅱ-16でも、全体の60.7%（1,782名）が「あまり満足し
ていない」または「満足していない」と回答しており、情報が伝わっていないことがそのまま低い満足度につな
がっていることがうかがえる。
｠　図Ⅱ-11でも見たとおり、これらの結果は留学支援に関する情報が学生に十分浸透していないことを示してお
り、この状況を変えるためには、他大学で見られるような国際交流センターまたはそれに類する施設など、留学
や国際交流に関心のある学生が気軽に立ち寄ることのできるスペースを用意するといった、より積極的な情報
提供方法を検討する必要があるだろう。　《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》
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図Ⅱ-17　興味がある本学の海外協定校は【複数回答可】

【図Ⅱ-17】
　北海学園大学では現在5ヶ国に10の海外協定校があり、図Ⅱ-17ではそれぞれの協定校への興味を尋ねた。一番
多かったのはカナダのレスブリッジ大学の60.5%（1,180名）であり、同じくカナダのブロック大学の40.1%（781名）
が続く。この2校のみが英語圏の大学であり、北海学園大学での外国語学習状況を考えても英語圏の大学が上位
に来るのは自然と言える。協定校所在地以外で興味のある国を自由回答で尋ねたところ、米国（166名）、英国（94
名）、オーストラリア（89名）、カナダ（72名）と英語圏が上位を占めており、カナダ以外の英語圏への留学希望があ
ることを示している。さらにドイツ（52名）とフランス（48名）が続くが、これは本学で開講されるドイツ語とフラ
ンス語を学習するための留学先が協定校の形で提供されていないこととも関連するだろう。　
《担当：国際交流委員会委員 ブシャー》
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【図Ⅲ-4】
　回答者のうち、約20％の学生において友人がこころの健康で困っているようであれば、大学のこころの相談窓
口を紹介してみたいとの回答であった。1部・2部と学年をクロス集計しても概ね同様の結果が得られた。すなわ
ち、1部・2部や学年の差異によって友人に大学の窓口を紹介するか否かには極端に違いのないことが確認され
た。学部間の差異も同様に確認されなかった。紹介する理由について自由記述での回答も求めているが、そこで
は友人を助けたい、専門家の助けを借りたほうがいい、一つの手段として紹介してみたいといった声が多くみら
れた。　《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》

【図Ⅲ-5】
　回答者のうち、学外の専門機関を利用したと答えた学生は133名で回答者全体の約4%だった。現在、本学には約
8000名の学生が在籍している。この数値に基づく場合、約320名程度（約25人に１人）が何かしらのこころの健康
（メンタルヘルス上の問題）を抱えつつ、学外の専門機関を活用しながら学生生活を送っていたということが推
測される。決して少なくはない値であり、こうした学生が学修面や進路に関する側面で困難に直面する可能性を
踏まえるのであれば、学内外の関連各部署や専門機関との間での連携による支援体制のさらなる強化が必要で
はないかと考えられる。
　利用したことのある機関で最も多かったのは医療機関（精神科・心療内科）であった。そうした理由として周囲
（家族、友人、教職員等）の勧めがあっただけでなく、薬物治療（睡眠・気分の改善等）が必要だったことも特徴的な
結果として挙げられよう。何もかもを大学内で抱え込むのではなく（かと言って何でも丸投げするのでもなく）、
困難を抱える学生を専門の相談窓口に適切につなげていく支援が大学には求められるであろう。
　現在も継続して利用している学生についてその実数を眺めると、1部・2部のいずれにおいても低学年の学生に
おいてその数が多い傾向が見受けられる（1部1年：14名、1部2年：10名、1部3年：8名、1部4年：4名、2部1年：8名、2部2
年：5名、2部3年：4名、2部4年：1名）。　《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》

①利用したことがある外部専門機関 ②その機関を利用した理由　【複数回答可】
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図Ⅲ-7　こころの健康（メンタルヘルス）の問題
　　　　での過去の治療経験

【図Ⅲ-6】
　回答者のうち、治療中のこころの健康（メンタルヘルス）上の問題があると答えた学生は96名であり、回答者全
体の約2.7％であった。図Ⅲ-5における学外の専門機関利用者とほぼ同様の値を示している。学外の専門機関の利
用経験と同様、1部・2部のいずれにおいても低学年の学生においてその数が多い傾向が見受けられる（1部1年：28
名、1部2年：20名、1部3年：18名、1部4年：6名、2部1年：10名、2部2年：7名、2部3年：5名、2部4年：2名）。自由記述により
得られたこころの健康（メンタルヘルス）に関連する問題としては、うつ病や発達障害といった状態像が多く認
められた。学生生活を営んでいく上での不安に関しては、進路や就職に関する不安が最も多く、学業に関する不
安、友人関係に関する不安が続く形となった。大学生活を送る上での大学からのサポートに関する要望について
も自由記述で回答を求めているが、そこでも進路や就職面でのサポートを望む声が多く見られた。　
《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》

図Ⅲ-6　現在治療中のこころの健康（メンタルヘルス）の問題は 学生生活上の不安は

はい いいえ

【こころの健康（メンタルヘルス）の実態】
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図Ⅲ-8　大学内の友人にこころの健康（メンタル
　　　　ヘルス）の問題を抱えている人はいるか

【図Ⅲ-8】
　回答者のうち、大学内の友人にこころの健康（メンタルヘルス）の問題を抱えている人がいると答えた学生の
割合は、回答者全体のうち163名（約5.0%）であった。一方、友人がこころの健康（メンタルヘルス）の問題を抱えて
いるかどうかがわからないと答えた学生が1,890名と回答者全体の半数以上、約58％の割合で存在している。友人
の不調にいち早く気づき適切な対応を促すことができれば、早期発見に基づくこころの健康（メンタルヘルス）
問題の重症化を予防することにつながるかもしれない。そのためには、以降の設問で尋ねるこころの健康（メン
タルヘルス）の問題に関する関心を高めることやそのための教育機会を設けることなどについても検討を行う
ことが期待される。　《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》

①治療していた時期　【複数回答可】 ②現在の学生生活への影響は

【図Ⅲ-7】
　回答者のうち、過去も含めてこころの健康（メンタルヘルス）の治療を受けていたことがあるか否かについて
尋ねたところ、治療を受けていたという学生は151名であり、回答者全体の約4.4%であった。いつ頃からの問題か
を併せて尋ねているが、必ずしも大学に入って以降の問題ばかりではなく、高校生や中学生の頃からの問題を継
続して抱える学生の割合も少なくないことが窺われる。過去のそのような問題の現在の学生生活に関する影響
については、影響がないと答えた学生が最も多く、わからない、影響がある、の順で回答者数が推移していた。　
《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》
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【図Ⅲ-9　こころの健康（メンタルヘルス）への関心】
　関心がある（とてもある・ややある）と回答した者（計1187名；回答者全体の約34.5%）よりも、関心がない（あま
りない・まったくない）と回答した者（計2252名；回答者全体の約65.5%）の割合が多い結果が得られた。学部間で
特徴的な回答傾向の差異は確認されなかった。
　関心があると回答した群に対して興味関心を尋ねたところ、最も興味関心があったのはストレスの対処方法
であり、次いで人付き合いの技術、悩みの解決方法、こころの病気についての知識の順で関心が高いことが窺わ
れた。これらの回答を行った理由について自由記述で回答を求めているが、そこでの記載からは日常生活におけ
る様々なストレスやコミュニケーション力の悩みを何とかしたいという声や、自分自身だけでなく周囲の人た
ちに対してもこころの健康（メンタルヘルス）の問題について知識を身につけ、上手く対応していきたいという
声が多数見受けられた。　《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》

【図Ⅲ-10　こころの健康に関する講義の履修希望】
　履修することへの前向きな回答（ぜひ履修したい・履修する可能性がある）をした者は計1640名（回答者全体の
約49.5％）であり、履修することへ前向きではない回答（あまり履修する気はない・全くそのつもりはない）と答え
た者（計1671名：回答者全体の約50.5％）とほぼ同等の割合であった。この結果より、少なくはない学生がこころの
健康（メンタルヘルス）に関する問題に何かしらの形で興味関心を有していることが推測される。
　興味関心の高さと比して正しい知識や対応方法が共有されにくく誤解や偏見の対象となりやすい側面がここ
ろの健康（メンタルヘルス）の問題には常につきまとう。学生生活をよりよいものとするために、また、社会に出
た後に精神的に健康な生活を送ることを目的とした一般教養教育の一環として、何かしらの形でこころの健康
（メンタルヘルス）に関する教育機会を設けることも有用かもしれない。
《担当：学生カウンセリング運営委員会委員 田中》

図Ⅲ-9　こころの健康（メンタルヘルス）の問題に関心は

図Ⅲ-10　こころの健康（メンタルヘルス）に関する
　　　　  講義があった場合、履修してみたいか

具体的な興味としては　【複数回答可】

【こころの健康（メンタルヘルス）への関心】
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（↓「図Ⅳ-8」で「感じる」と答えた方のみ回答）
図Ⅳ-9　どのような点で低下・欠如を感じるか

図Ⅳ-8　学生のモラル・マナーの低下・欠如を感じるか

図Ⅳ-10　大学に親しみ（帰属意識等）を感じるか
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【図Ⅳ-8、図Ⅳ-9】
　約半数が、「北海学園大学生のモラル・マナーの低下・欠如を感じる」と回答した。「感じる」と回答した理由の約
8割は、授業中の態度（主に私語）にあるようだ。一般的に、履修者が多い講義ほど、授業中の私語が問題になりや
すいと推察される。学生自身が態度を改めることはもちろん、教員の側にも、グループワークなどで、学生個々人
を講義に巻き込むような工夫が求められるのではないだろうか。　《担当：金澤》

【図Ⅳ-10】
　「親しみを感じる」と回答した者は34.9％であり、
「親しみを感じない」と回答した者は65.1％であっ
た。
　部別でみると、「1部生」で「親しみを感じる」は
35.6％、「親しみを感じない」は64.4％であり、「2部
生」で「親しみを感じる」は32.2％、「親しみを感じな
い」は67.8％であった。　《担当：田中》
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図Ⅳ-11　各種事務対応に満足しているか 【図Ⅳ-11】
　最も多いのは「やや満足している」で、その割合
は54.0％であった。「満足している」25.6%と「やや満
足している」を合わせた者の割合は79.7%であり、
「やや不満である」14.0%と「不満である」6.3% を合
わせた者の割合は20.3％であった。　《担当：田中》

【図Ⅳ-12】
　最も多いのは「不親切」46.3%、次いで「説明不足」36.4%、「行きづらい雰囲気」16.2%、「無愛想・身だしなみ」
26.3%、「窓口取扱時間が短い」22.0%、「たらい回しにされる」16.2%であった。　《担当：田中》

（↓「図Ⅳ-11」で「やや不満・不満」と答えた方のみ回答）
図Ⅳ-12　どのような点が不満か
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【図Ⅳ-13】
　最も多いのは「授業」44.3％、次いで「休み時間の確保」38.2％、「就職・キャリア支援」27.3％、「教室の自由な貸し
出し」26.0％、「部活・サークルへの支援」25.1％、「奨学金の充実」23.8％、「履修指導」21.8％であった。なお、「休み時
間の確保」については、「1部生」と「2部生」で大きな差がみられた（1部42.6％｠vs 2部20.8％）。　《担当：田中》

図Ⅳ-13　学内で充実や改善を望むこと・サービス（施設は除く）は　【３つ以内で選択】
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【図Ⅳ-14】
　最も多いのは「夏場の冷房環境」31.7％、次いで「学食」24.0％、「学内LAN環境」23.6％、「冬場の暖房環境」18.4％、
「学内休憩スペース・自由学習コーナー」17.6％、「とくになし」17.2％、「トイレ」16.7％、「教室（机・椅子・視聴覚機
器）」15.3％、「生協食堂・売店」14.2％であった。　《担当：田中》

図Ⅳ-14　大学内で最も充実・改善を望む施設・設備、環境などは　【３つ以内で選択】

17.2

15.3

3.3

17.6

6.9

8.9

1.5

24.0

14.2

6.8

5.9

4.7

2.7

16.7

31.7

18.4

1.0

23.6

0.6

3.6

15.6

15.2

3.6

18.5

7.0

8.8

1.3

25.1

14.4

6.6

6.2

4.7

2.5

17.0

33.2

18.7

1.0

23.8

0.6

3.8

23.5

15.9

2.0

14.2

6.6

9.5

2.1

19.5

13.3

7.6

4.9

4.9

3.4

15.1

25.6

16.9

1.1

22.9

0.8

2.9

とくになし

教室
（机・椅子・視聴覚機器）

実験室・ゼミ室

学内休憩スペース
自由学習コーナー

教室用コンピュータ実習室
計算機実習室

図書館

キャリア情報室

学食

生協食堂・売店

体育施設（グラウンド・
トレーニングルーム等）

文化棟・部室

体育棟・部室

駐輪場

トイレ

夏場の冷房環境

冬場の暖房環境

掲示板

学内LAN環境

大学施設全体の
バリアフリーの充実

その他

0% 5% 10% 15% 25%20% 30% 35%

全体n=3327
1部n=2671
2部n=650

27







学生生活実態調査2018
　この調査は、みなさんの日常の学修活動や学生生活の実態を明らかにして、必要な対策を講ずるために行うものです。

　分析に際しては統計的な処理を行います。可能な範囲でありのままをお答えください。

Ⅰ　基本情報
【性　別】 □1  男性　　□2  女性
【学　年】 □1 １部１年  □2 １部２年  □3 １部３年  □4 １部４年  □5 ２部１年  □6 ２部２年  □7 ２部３年  □8 ２部４年
【所　属】 □1  経済学部（１年生のみ）　□2  経済学科　　□3  地域経済学科　　 □4  経営学科　　　 □5  経営情報学科
 □6  法学部（１年生のみ）　　□7  法律学科　　□8  政治学科　　　　 □9  日本文化学科　 □10 英米文化学科
 □11 社会環境工学科　　　　 □12 建築学科　　□13 電子情報工学科　 □14 生命工学科
【入　試】 □1  一般入試　　□2  センター入試　　□3  公募推薦　  □4  指定校推薦　　　 □5  併設校推薦（北海）
 □6  併設校推薦（学札）　 □7  課題小論文特別入試 　　□8  社会人特別入試　 □9  編入・転入　 □10 その他

Ⅱ　学業
Q1 現在までの通算GPAはどれくらいですか？ 
 □1  0.5 未満　　　　□2  0.5 ～ 1.0 未満　　□3  1.0 ～ 1.5 未満　　□4  1.5 ～ 2.0 未満　　□5  2.0 ～ 2.5 未満
 □6  2.5 ～ 3.0 未満　 □7  3.0 ～ 3.5 未満　　□8  3.5 ～ 4.0 未満　　□9  4.0　　　　　　　□10 わからない

Q2 普段の１週間の学習時間（予習・復習）の合計はどれくらいですか？
 □1  ほとんどしない　□2  30 分程度　□3  1 時間　□4  2 時間　□5  3 時間　□6  4 時間　□7  5 時間以上

Q3 講義やゼミ等（基礎ゼミ・演習・実験）への出席状況はどれくらいですか？　
 1）講義　　□1  毎回出席　□2  9 割　□3  7,8 割　□4  5,6 割　□5  3,4 割　□6  2 割以下
 2）ゼミ等　□1  毎回出席　□2  9 割　□3  7,8 割　□4  5,6 割　□5  3,4 割　□6  2 割以下

Q4 授業に出席しなかった理由はどのようなものですか？【複数回答可】
 □1  朝、起きられない　　　　□2  バイトが忙しい　　□3  部活・サークルが忙しい　□4  出席を取らないから
 □5  授業内容が理解できない　□6  授業がつまらない　□7  単位が取得できればよい　□8  勉強が好きではない
 □9  もともと出席するつもりはない　　　　　　　　  □10 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q5 現在履修している授業は理解できていますか？ 
 □1  理解できている　□2  だいたい理解できている　□3  理解できないことが多い　□4  理解できていない

Q6 授業で理解できないことがあったらどうしていますか？【複数回答可】
 □1  授業中に先生に質問する　□2  授業後に先生に質問する　□3  先輩・友人に教わる　□4  参考書などを調べる
 □5  インターネットで調べる　□6  何もしない

Q7 教員に対して期待することは何ですか？【複数回答可】
 □1  学問の楽しさを教えてほしい　□2  授業内容を充実させてほしい 　　□3  研究成果を授業に反映させてほしい
 □4  学生同士議論させてほしい 　 □5  学生と話す機会をもってほしい　 □6  休講をなくしてほしい
 □7  キャリアとの結びつきを教えてほしい　□8  学生の精神的なサポートをしてほしい　□9  質問に答えてほしい
 □10 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q8 講義・ゼミに関する予習・復習などは主にどこで行っていますか？【複数回答可】
 □1  自宅　□2  教室・ゼミ室　□3  図書館　□4  学内休憩スペース・自由学習コーナー　□5  PC 教室
 □6  学食　□7  部室　□8  自宅以外の学外施設　□9  その他（　　　　　　　）　□10 そもそも予習・復習をしていない

Q9 授業の時間を除き、大学の滞在時間は１日平均どれくらいですか？（よくあるパターンで）
 □1  2 時間未満　□2  2～4時間未満　□3  4～6時間未満　□4  6～8時間未満　□5  8～10時間未満　□6  10時間以上

（手続き）
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Ⅲ　語学力・国際交流

【語学力・語学教育】
Q13 あなたが大学で学んでいる・学んでいた外国語は何ですか？【複数回答可】
 □1  英語　　□2  ドイツ語　　□3  フランス語　　□4  中国語　　□5  ロシア語　　□6  韓国・朝鮮語　　□7  なし

Q14 日常的に外国語を使ってコミュニケーションをする機会はありますか？“ある場合”は具体的なシチュエーションを、
 “ない場合”はどのような機会があればご自身にとって成長につながると思いますか？
 □1  よくある　　□2  たまにある　　□3  あまりない　　□4  まったくない
 場面 or 成長機会（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q15 あなたが現在までに取得している外部検定試験について教えてください。【複数回答可】
 ① 実用英語技能検定（ □1  1 級　□2  準 1 級　□3  2 級　□4  準 2 級　□5  3 級 ）
 ② TOEIC スコア（　　　　　　）　③ TOEFL スコア（　　　　　　）　④ GTECスコア（　　　　　　）
 ⑤ その他の検定（　　　　　　　　　　　　）＋ 級・スコア（　　　　　　）

Q16 外国語の習得がご自身の将来にどのように役立っていくものかイメージできますか？また、それはどのような理由
 からですか？
 □1  とてもできる　　□2  まあできる　　□3  あまりできない　　□4  まったくできない
 その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q17 あなたは社会に出るまでにどれくらいの語学レベルを目指していますか？「外部検定試験におけるレベル」と
 「到達目標レベル」のどちらにも回答してください。

 1）外部検定試験におけるレベル【複数回答可】
 　① 実用英語技能検定（ □1  1 級　□2  準 1 級　□3  2 級　□4  準 2 級　□5  3 級 ）
 　② TOEIC スコア（　　　　　　）　③ TOEFL スコア（　　　　　　）　④ GTECスコア（　　　　　　）
 　⑤ その他の検定（　　　　　　　　　　　　）＋ 級・スコア（　　　　　　）

 2）到達目標レベル【単一回答】
 　□1  大学・大学院への留学やビジネスにおいて支障がないレベル
 　□2  海外での生活に支障がなく、自己表現が自然にできるレベル
 　□3  身近な話題について内容が理解でき、主要な考えを伝えることができるレベル
 　□4  海外への観光旅行などで簡単なやり取りや質問に答えられるレベル
 　□5  語学を積極的に身につけようとは考えていない

Q18 北海学園大学の語学教育に満足していますか？それはどのような理由からですか？ 
 □1  とても満足している　□2  満足している　□3  あまり満足していない　□4  満足していない
 その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q19 北海学園大学の外国語の担当教員の指導方法には満足していますか？それはどのような理由からですか？
 □1  とても満足している　□2  満足している　□3  あまり満足していない　□4  満足していない
 その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【留学】
Q20 あなたは大学入学前に留学（短期留学も含む）の経験はありますか？
 □1  留学の経験がある　⇒　① 国・都市（　　　　　　　　）　② 留学期間（　　　　　　　）記入例：3ヶ月、1年
 □2  留学の経験はない

Q10 大学の図書館を利用していますか？また、大学入学後、図書館から本を借りた経験はありますか？
 1）利用　□1  普段から使っている　□2  普段使わないが定期試験前は使う　□3  ほとんど使わない　□4  まったく使わない
 2）本　　□1  一度も借りたことがない　□2  年に数回借りている　□3  月に一回程度借りている　□4  それ以上借りている

Q11 所属学科の「学位授与方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を知っていますか？ 
 □1  内容も含め知っている　□2  名前だけは聞いたことがある　□3  まったく知らない

Q12 所属学科の「教育課程編成方針（CP：カリキュラム・ポリシー）」を知っていますか？ 
 □1  内容も含め知っている　□2  名前だけは聞いたことがある　□3  まったく知らない
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Q21 あなたは大学入学後、留学（短期留学も含む）の経験はありますか？また希望や関心はありますか？
 □1  留学の経験がある　⇒　① 国・都市（　　　　　　　　）　② 留学期間（　　　　　　　）記入例：3ヶ月、1年
 □2  留学の経験はないが、希望している
 □3  留学の経験はないが、関心はある
 □4  留学の経験はないし、関心もない

（↓「Q21」で経験・希望・関心があると答えた方にお尋ねします。）
Q22 現在留学を希望または関心を抱いている国・都市はありますか？その理由はどのようなものですか？
 また、留学の形態や費用負担はどのように想定していますか？
 ① 国・都市　（　　　　　　　　　　　）　　　　　② 想定期間（　　　　　　　　　　）
 ③ その理由　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ④ 希望形態　（ □1  本学の海外協定校　□2  その他の大学　□3  専門学校　□4  語学学校　□5  ワーキングホリデー ）
 ⑤ 費用負担者（ □1  自分　□2  家族・親戚　□3  奨学金（給付）　□4  奨学金（貸与）　□5  その他教育ローン ）

Q23 海外留学を支援する奨学金があることはご存じですか？具体的な程度についてもお教えください。
 □1  よく知っている　□2  だいたい知っている　□3  あまり知らない　□4  全く知らない
 具体的な程度（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q24 学生時代に留学をするメリットはどのようなことだと考えていますか？３つ以内で回答してください。
 また、その３つにおいて優先順位も併せて（　）内に数字でお答えください。
 □1  ① 外国語＋アカデミックスキルが習得できる　　　□2  ② 外国語＋専門スキルが習得できる
 □3  ③ 語学力・コミュニケーション力が高まる　　　　□4  ④ 国際感覚が身につく
 □5  ⑤ 将来を見据えたキャリア形成につながる　　　　□6  ⑥ 異文化体験ができる
 □7  ⑦ 海外インターンシップに挑戦できる　　　　　　□8  ⑧ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
 優先順位　１位（　　　　）　　２位（　　　　）　　３位（　　　　）

Q25 あなたが留学を検討する上で、最も大きな支障は何ですか？具体的な状況についてお教えください。
 □1  支障はとくにない　□2  留学に関する情報不足　□3  家族など周辺の理解不足　　□4  語学力に自信がない
 □5  経済的な理由　　□6  海外生活への不安　　 □7  単位取得（単位互換を含む）　 □8  就職活動に支障が出るおそれ
 □9  ４年間での卒業に支障がでるおそれ　　　　 □10 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

【国際交流に関する支援体制】
Q26 北海学園大学が提供している海外協定大学研修プログラムの情報を知っていますか？また、知っている場合は
 どのような手段で情報を知りましたか？
 □1  よく知っている　□2  だいたい知っている　□3  あまり知らない　□4  全く知らない

 ≪情報を得た方法≫ 【複数回答可】
 □1  大学発行『留学ガイド』　　□2  国際交流窓口前の掲示板　　□3  G-PLUS!　　□4  大学Web サイト
 □5  その他（　　　　　　　　　　　）　　□6  わからない・覚えていない

Q27 北海学園大学の国際交流窓口で様々な留学支援を行っていることを知っていますか？また、知っている留学支援
 はどのようなものですか？
 □1  よく知っている　□2  だいたい知っている　□3  あまり知らない　□4  全く知らない

 ≪知っている留学支援内容≫ 【複数回答可】
 □1  留学プログラム運営　　□2  留学相談　　□3  留学関係資料の掲示（掲示板）　 □4  留学関係資料の提供
 □5  トビタテ！留学 JAPANの相談・サポート　□6  その他（　　　　　　　　）　 □7  わからない・覚えていない

Q28 北海学園大学の留学・国際交流支援には満足していますか？それはどのような理由からですか？
 □1  とても満足している　□2  満足している　□3  あまり満足していない　□4  満足していない
 その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

具体的な状況
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Q29 本学の海外協定校ではどの大学に興味がありますか？また、海外協定校の所在地以外で留学先として興味がある
 国・都市はありますか？【複数回答可】
 □1  レスブリッジ大学（カナダ）　　　 □2  ブロック大学（カナダ）　　□3  シベリア交通大学（ロシア）　
 □4  ノボシビルスク大学（ロシア） 　　□5  サハリン大学（ロシア）　　□6  ヴラヂーミル大学（ロシア）
 □7  大田大学校（韓国）　　　　　　 　□8  遼寧大学（中国）　　　　　□9  瀋陽農業大学（中国）　　
 □10 モンゴル文化教育大学（モンゴル）

 ≪興味がある国名・都市名≫
 国名（　　　　　　　　　　　　）都市名（　　　　　　　　　　　　　）

【その他】
Q30 語学教育や国際交流に関することでご意見・ご感想、または大学に改善や要望などあればご自由にお答えください。

Ⅳ　メンタルケア

【相談窓口】
Q31 大学には皆さんの悩みや相談に対応する窓口がいくつか存在します。以下の相談窓口のうち、皆さんが知っている
 ものを選んでください。【複数回答可】
 □1  学修相談（主に授業や単位修得、履修等に関すること）
 □2  キャリア相談（主に進路、就職、資格取得等に関すること）
 □3  健康相談（主に身体の健康に関すること）
 □4  こころの相談（臨床心理士による心の悩みに関する相談）
 □5  ハラスメント相談（ハラスメントに関すること）
 □6  障がい学生支援（身体やメンタル面の障がいを抱える皆さんの学生生活サポートに関する相談）
 □7  学生なんでも相談（上記以外の相談やどこに相談していいか分からない時の窓口）

（↓「Q31」で「こころの相談の窓口」があることを知っていると答えた方にお尋ねします。）
Q32
 □1  大学Web サイト　 □2  配布されたリーフレット　□3  教職員の紹介　□4  友人、先輩、後輩からの紹介
 □5  保護者からの紹介　□6  その他（　　　　　　　　　　　　　）

Q33 大学のこころの相談の窓口は利用しやすいと思いますか？

どこで“こころの相談の窓口”のことを知りましたか？

 □1  とても利用しやすい　□2  やや利用しやすい　□3  あまり利用しやすくない　□4  利用しやすくない

 ≪「利用しやすくない」理由≫
 □1  手続きがよく分からない　□2  大学では相談したくない　□3  相談すると就職や進路に影響しそう
 □4  相談するのが恥ずかしい　□5  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q34 あなたがこころの健康（メンタルヘルス）に関する問題で困った際、大学のこころの相談窓口を利用してみたい
 と思いますか？
 □1  はい　　　　→　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 □2  いいえ　　　→　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 □3  わからない　→　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q35 大学内のあなたの友人がこころの健康（メンタルヘルス）に関する問題で困った際、大学のこころの相談窓口を
 紹介してみたいと思いますか？
 □1  はい　　　　→　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 □2  いいえ　　　→　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 □3  わからない　→　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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Q36 これまでにこころの健康（メンタルヘルス）に関する問題で、学外の専門機関を利用したことがありますか？
 □1  はい（①～③へ）　　　□2  いいえ
 ①利用したことがある機関
 　□1  医療機関（精神科・心療内科）　 □2  精神科・心療内科以外の医療機関　　□3  医療機関以外の相談機関
 　□4  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ②その機関を利用した理由【複数回答可】
 　□1  周囲（家族、友人、教職員等）の勧めがあった　□2  予約がとりやすかった
 　□3  薬物治療（睡眠、気分の改善等）が必要だった　□4  無料だった　□5  その他（　　　　　　　　　　　　 ）
 ③現在の利用状況
 　□1  利用している　　□2  利用していない

【こころの健康（メンタルヘルス）の実態】
Q37 現在治療中のこころの健康（メンタルヘルス）の問題がありますか？
 □1  はい（ ①～③へ ）　　□2  いいえ
 ① どのような問題かについて、差支えない範囲でお答えください。
 　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ② 学生生活を営んでいく上での不安についてお答えください。
 　 □1  学業　□2  進路や就職　□3  友人関係　□4  教職員との関係　□5  特に不安はない　□6  その他（　　　　　 ）
 ③ 大学生活を過ごすうえで、サポート面での要望があればお答えください。
 　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q38 過去に治療していたこころの健康（メンタルヘルス）の問題がありますか？
 □1  はい（ ① ・ ②へ ）　　□2  いいえ
 ① いつ頃のことですか？【複数回答可】
 　□1  大学に入ってから　　□2  高校生の頃　　□3  中学生の頃　　□4  小学生の頃　　□5  それ以前
 ② そのことは現在の学生生活に影響していますか？
 　□1  はい　　□2  いいえ　　□3  わからない

Q39 大学内の友人にこころの健康（メンタルヘルス）の問題を抱えている人はいますか？
 □1  はい　　□2  いいえ　　□3  わからない

【こころの健康（メンタルヘルス）への関心】
Q40 こころの健康（メンタルヘルス）の問題について関心がありますか？
 □1  とてもある（ ① ・ ②へ ）　　□2  ややある（ ① ・ ②へ ）　　□3  あまりない　　□4  まったくない
 ① どのようなことに興味がありますか？【複数回答可】
 　 □1  悩みの解決方法　□2  ストレスの対処方法　□3  こころの病気についての知識　□4  人付き合いの技術
 　 □5  支援を受けられる場所　□6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ② でお答えになった理由について答えてください
 　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q41 こころの健康（メンタルヘルス）に関する講義があった場合、履修してみたいと思いますか？
 □1  ぜひ履修したい　□2  履修する可能性はある　□3  あまり履修する気はない　□4  全くそのつもりはない

Ⅴ　学生生活全般

Q42 １日の睡眠時間はどれくらいですか？
 □1  5 時間未満　　□2  6 時間　　□3  7 時間　　□4  8 時間以上

Q43 朝食は食べていますか？
 □1  毎日食べている　　□2  ときどき食べる　　□3  食べない

Q44 たばこを吸いますか？
 □1  吸う　　□2  吸わない　　□3  以前は吸っていた

Q45 パソコン（タブレットを含む）を所有していますか？
 □1  個人用で所有している　　□2  家族で共有している　　□3  所有していない
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アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

Q46 現在、アルバイトをしていますか？（社会人の就労を含む）。
 □1  固定的なアルバイトをしている　　　　　　　　　　　　　　□2  単発的なアルバイトをしている
 □3  過去に（大学入学以降に）経験があるが現在はしていない　　□4  大学入学以降、アルバイトの経験はない

Q47 アルバイトが忙しくて次のような経験をしたことはありますか？【複数回答可】
 □1  定期試験の勉強が十分にできない　　□2  定期試験前でも休みがとれない
 □3  定期試験期間中でも休みがとれない　□4  試験勉強ができず単位を落としてしまった
 □5  授業やゼミに出られなかった　　　　□6  ゼミの準備が十分にできなかった

Q48 アルバイトをする理由として、最も近いものはどのようなものですか？【複数回答可】
 □1  趣味娯楽・部活サークル費など自由に使えるお金を得たい　　□2  生活費を稼ぐ必要がある
 □3  就職活動にかかる費用を稼ぐ必要がある　　□4  学費や教材費を稼ぐ必要がある　　□5  社会経験を積みたい
 □6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q49 北海学園大学生のモラル・マナーの低下・欠如を感じますか？
 □1  感じる　　□2  感じない

（↓「Q49」で「感じる」と答えた方にお尋ねします。）
Q50 どのようなところに感じますか？
 □1  授業中の私語　　　　　□2  授業の遅刻・早退　　□3  トイレの使い方　　□4  ごみの放置・ポイ捨て
 □5  喫煙（指定場所以外）　 □6  駐輪場の利用　　　　□7  学食の利用　　　　□8  図書館の利用
 □9  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q51 大学に親しみ（帰属意識等）を感じていますか？
 □1  感じる　　□2  感じない

Q52 各種事務対応に満足していますか？
 □1  満足している　　□2  やや満足している　　□3  やや不満である　　□4  不満である

（↓「Q52」で「やや不満・不満」と答えた方にお尋ねします。）
Q53 どのような点が不満ですか？
 □1  不親切　　□2  説明不足　□3  たらい回しにされる　□4  担当者不在　　　　□5  各種事務窓口が離れている
 □6  行きづらい雰囲気　　　  □7  窓口取扱時間が短い　□8  カウンターが汚い　□9  無愛想・身だしなみ
 □10 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q54 学内で充実や改善を望むこと・サービス（施設は除く）について３つ以内で回答してください。【３つまで可】
 □1  授業　□2  休み時間の確保　□3  部活・サークルへの支援　□4  奨学金の充実　□5  留学支援
 □6  教室の自由な貸し出し　　　□7  就職・キャリア支援　　　□8  履修指導　　　□9  カウンセリング・メンタル支援
 □10 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q55 大学内で最も充実・改善を望む施設・設備、環境などについて、３つ以内で回答してください。【３つまで可】
 □1  とくになし □2  教室（机・椅子・視聴覚機器） □3  実験室・ゼミ室
 □4  学内休憩スペース・自由学習コーナー □5  教室用コンピュータ実習室・計算機実習室 □6  図書館
 □7  キャリア情報室 □8  学食 □9  生協食堂・売店 □10 体育施設（グラウンド・トレーニングルーム等）
 □11 文化棟・部室 □12 体育棟・部室 □13 駐輪場 □14 トイレ □15 夏場の冷房環境
 □16 冬場の暖房環境 □17 掲示板 □18 学内 LAN環境 □19 大学施設全体のバリアフリーの充実
 □20 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q56 総合的に北海学園大学での学生生活に満足していますか？
 □1  満足している　　□2  どちらかといえば満足　　□3  どちらかといえば不満　　□4  不満である

Q57 その他、大学に対するご意見・ご要望についてご自由にご記入ください。
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